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2010/3期 第2四半期決算の概要
2010/3期 見通し
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2010/3期 主要IRトピックス

2009年 4月 「代表取締役の異動に関するお知らせ」を発表

5月 2009年3月期決算を発表

6月 「希望退職者の募集に関するお知らせ」を発表

8月 2010年3月期第1四半期決算を発表

8月 「希望退職者募集結果に関するお知らせ」を発表

8月 「特別損失の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ」

を発表

10月 「業績予想の修正に関するお知らせ」を発表

10月 2010年3月期第2四半期決算を発表
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2010/3期第2四半期決算の概要（対前期比）

－

－

－

-48.4

増減率増減額金額増減率金額

-1,418-471+20.3947経 常 利 益

-1,648-567+120.21,081営 業 利 益

+11.3

+12.2

700

9,578

08/9第2四半期

当 期 純 利 益

売 上 高

-1,654-954

-4,6324,946

09/9第2四半期

（百万円、％）

PointPoint②②：：希望退職募集に伴う特別加算金希望退職募集に伴う特別加算金等（等（443443百万円）百万円）を特別損失に計上を特別損失に計上

PointPoint①①：：世界的景気後退により世界的景気後退により33事業ともに受注大幅減。事業ともに受注大幅減。

営業利益、経常利益も大幅減営業利益、経常利益も大幅減
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-567

1,1231,081
1,711

491

-600

-100

400

900

1,400

08/3上期 08/3下期 09/3上期 09/3下期 10/3上期

営業利益

半期業績推移 （百万円）

営業利益
（百万円）

9,117

2,326

473

6,319

09/3下期

9,578

2,925

1,095

5,557

09/3上期

11,652

2,840

1,103

7,709

08/3下期

3,0595,146ゴ ル フ 事 業

4,9468,536売 上 高 合 計

2,526

863

08/3上期

自動車等鍛造部品事業

ス テ ン レ ス 事 業

10/3上期

1,396
491
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売上高、営業利益増減の内訳（四半期別）

－

－

－

－

-80.5

－

－

-40.2

-55.9

-38.1

（％）

前年度比

4Ｑ

3Ｑ

2Ｑ

１Ｑ

－－4,4706,379

－－4,6475,273

-1,8512,7494,6004,100

-2,7812,1974,9784,436

-7,130(予)11,56518,69520,188売 上 高

－－5474483Ｑ

-747-3633851322Ｑ

－－5721,2634Ｑ

-896-2056913591Ｑ

-1,775(予)4292,2042,202営 業 利 益

（百万円)

09/3期

（百万円）（百万円)

10/3期

（百万円)

08/3期

（注）四半期報告書制度に伴い貸倒引当金の表示組替を行っているため、年間営業利益は四半期ごとの合算値と一致

いたしません。
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事業別セグメントについて（前年同期比較）

営業利益 －-1,648-11%-56711%1,081

-

-90%

－

－

増減率

-52%

-55%

-45%

-48%

増減率

-

4%

-17%

-9%

営業利益率

28%

10%

62%

100%

構成比

-

21%

33%

8%

営業利益率

31%

11%

58%

100%

構成比

増減額2009/9第2四半期

-55960619自動車等鍛造部品事業

88-254-342ｾｸﾞﾒﾝﾄ別配賦不能費用

-85

-288

1,396

491

3,059

4,946

360

443

2,925

1,095

5,557

9,578

-731ゴルフ事業

-445ステンレス事業

自動車等鍛造部品事業

ステンレス事業

ゴルフ事業

（単位：百万円）

-4,632売上高

-2,498

-604

2008/9第2四半期

-1,529

<比較分析>

○ゴルフ事業

ゴルフ市場の世界的低迷

から大幅減収・減益

○ステンレス事業

米国市場向け出荷数の激

減から減収・減益

○自動車等鍛造部品事業

自動車産業の需要縮小か

ら減収・減益
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2010/3期 第2四半期決算の概要＊参考資料

316円／328円

0.3倍

-5.1％

-9.0％

-105.16円

1,133.35円

102億円／57.1％

180億円

2009/9 第2四半期

764円／845円株価 9末現在／4月～9月の平均

0.6倍株価純資産倍率(PBR)

3.4％総資産利益率（ROA）

6.0％自己資本利益率（ＲＯＥ）

75.90円1株あたり四半期純利益

1,284.61円1株あたり純資産

118億円／57.6％純資産／自己資本比率

205億円総資産

2008/9 第2四半期経営指標

【経営指標（連結ベース）】

90.0095.47106.11円／Us＄

2.602.783.21円／Baht

2010/3期想定2009/9 第2四半期2008/9 第2四半期期中平均為替レート

【期中平均為替レート】



9

2010/3期 業績予想

―

-61.9

-80.5

-38.1

増減率増減額金額増減率金額

-738454-41.01,192経 常 利 益

-1,775429+0.12,204営 業 利 益

-55.5

-7.4

611

18,695

09/3通期

当 期 純 利 益

売 上 高

-817-206

-7,13011,565

10/3通期

（百万円、％）

PointPoint②②：世界：世界同時不況同時不況の影響により、の影響により、売上売上の回復は遅れる見通しの回復は遅れる見通し

PointPoint①①：売上：売上高高44割減により、大幅減益は割減により、大幅減益はするものの営業・経常利益は黒字を維持するものの営業・経常利益は黒字を維持
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2010/3期まで業績推移、予想

12,430

14,671

18,695

11,565

4,946

10,231

20,188

2,204

429

△ 567

514

906

580

2,202

0

5,000

10,000

15,000

20,000

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3(予) 09/9

△ 1,000

△ 500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

売上高 営業利益
売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

◆2009/3期－後半からの世界同時不況の影響により減収

◆2010/3期－3事業ともに減収・減益
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290

809

538

905

555

323

142

374

830

1,109

176

384

5

35

4

12

0

500

1000

1500

2000

2500

07/3 08/3 09/3 10/3予想

ゴルフ事業 ステンレス事業

自動車等鍛造部品事業 その他

【設備投資額】

（百万円）

〔1 ,060〕

〔 2 ,198〕

〔 2 ,005〕

〔 1 ,228〕

設備投資計画・減価償却費

659 664 667

532

98
169 203

181

327

380

422

415

26

24

27

24

0

5 0 0

1 0 0 0

1 5 0 0

0 7 / 3 0 8 / 3 0 9 / 3 1 0 / 3 予想

ゴルフ事業 ステンレス事業

自動車等鍛造部品事業 その他

【減価償却費】

（百万円）

〔1 , 110 〕

〔1 , 237 〕

〔1 , 3 19 〕

〔1 , 152 〕

2009年度設備投資予定額

ゴルフ事業９０５百万円（主にタイ工場生産シフト費用）

ステンレス事業１４２百万円 自動車等鍛造部品事業１７６百万円 その他5百万円 ⇒合計１，２２８百万円
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今後の取組み
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2010年度業績回復に向けて

【背景】

・3事業とも世界同時不況の影響から厳しい状況でスタート

・2009年度の取組みにより、不況脱出に目途

2009年度の取組みにより2010年度から業績回復

ＥＮＤＯグループが2009年度に何をするか？

→次項以降に各事業部の取組み課題と進捗状況説明
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2010/3期までゴルフ事業業績推移、予想

8,442

9,319

12,855

6,656

3,059

7,541

11,876

1,242

△ 7

558

98

△ 288

783

1,448

0

5,000

10,000

15,000

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 010/3予 09/9

△ 500

0

500

1,000

1,500

2,000

売上高 営業利益
売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

◆09/3期比 売上高36％減 営業利益46％減
◆第2四半期進捗率 売上高41％
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2009年度の取組み課題～ゴルフ事業～

製造リードタイム短縮と原価低減

取組み課題 第2四半期までの進捗状況と更なる取組み

・鍛造工場、金型工場のENDO FORGING

への生産シフト 今期中には概ね完了

人件費、物流費用等での移設効果

移設による相乗効果

・製造方法見直しによる多品種小ロット対応

開発力強化 ・日本の製造要員を開発部門に転換

・試験設備の積極投資

2010年度～受注拡大 業績回復
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ゴルフ事業について＊参考資料（国内アイアン市場 製品出荷金額・数量推移）

61,155

47,670

44,310

42,550 42,900

45,800 46,100

41,700

35,900

54,820

54,435

46,650

6,968

4,450

5,070

4,700

5,835
5,726

4,801 4,650

5,6105,580

5,221
5,129

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09(予)

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000
出荷金額（左目盛) 出荷数量（右目盛）

単位：千本単位：百万円

矢野経済研究所の資料（1月～12月）より当社作成。
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ゴルフ事業について＊参考資料（国内ウッド市場 製品出荷金額・数量推移）

56,185 56,370

58,955

62,430

57,850
55,800

57,300 57,060
59,000

54,200

43,600

67,475
2,100

2,580

2,800

2,640

2,390

2,2102,274
2,370

2,412

2,2802,255

2,581

35,000

45,000

55,000

65,000

75,000

98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09（予)

1,000

1,500

2,000

2,500

出荷金額（左目盛) 出荷数量（右目盛） 単位：千本単位：百万円

矢野経済研究所の資料（1月～12月）より当社作成。
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0
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14,000

16,000

98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09中

（千本）
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Tit le ist
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ゴルフ事業について＊参考資料（“アメリカ市場”主要ﾒｰｶｰ出荷数量推移～）

☆

☆既取引先5社

11,342

出所：National Golf Foundationゴルフ用品販売動向調査報告

(パター除く)

11,822

14,498

12,543

10,466 10,680 10,902 10,975

14,022 14,324

13,311
☆

☆

☆

☆

6,521
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0
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1500

2000

98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09中

（百万ドル）
その他
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NIKE
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W ilson
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Odyssey

C leveland

P ing
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Tay lormade
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☆

☆既取引先5社

1,320

出所：National Golf Foundationゴルフ用品販売動向調査報告

1,393 1,404

1,602

1,741

ゴルフ事業について＊参考資料（“アメリカ市場”主要ﾒｰｶｰ出荷金額推移～）

1,3511,3001,2561,299

1,743

1,600
☆

☆

☆

☆

766
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2010/3期までステンレス事業業績推移、予想

1,069

1,239

1,966

1,543

491

964

1,568

669

585

323

388

△ 85

△ 104

394

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3予 09/9

△ 200

0

200

400

600

800

売上高 営業利益
売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

◆09/3期比 売上高39％減 営業利益マイナス
◆第2四半期進捗率 売上高51％
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2009年度の取組み課題～ステンレス事業～

2010年度～受注拡大 業績回復

【垂直展開】

ＯＡ機器(ﾒﾀﾙｽﾘｰﾌﾞ)の取組み

取組み課題 第2四半期までの進捗状況と更なる取組み

・付加価値向上

定着ローラーから定着ユニットまで

・新規取引先の開拓

2010年度から一部取引開始

・市場のローラー方式からベルト方式への転換

省エネ対応商品への転換により受注ﾁｬﾝｽ

【水平展開】

新分野への挑戦

・ＯＡ機器以外への分野に挑戦

・積極的に展示会へ出展し横展開取組中
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2010/3期まで自動車等鍛造部品事業業績推移、予想

4,112

2,917

5,366

2,031

1,396

3,059

5,251

913

457
515

570

60

250

900

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3予 09/9

0

200

400

600

800

1,000

1,200

売上高 営業利益
売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

◆09/3期比 売上高42％減 営業利益72％減
◆第2四半期進捗率 売上高46％ 営業利益24％
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2009年度の取組み課題～自動車等鍛造部品事業～

2010年度～供給製品の幅を広げ業績回復

自動車部品以外への取組み

取組み課題 第2四半期までの進捗状況と更なる取組み

・農機メーカーとの取引開始

・農機以外も展開中

自動車部品への取組み ・市場の急速なエコカーシフトにより受注
に好機
⇒エコカー対応部品の供給で受注獲得
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「コンロッド」
高速で回転するクランクシャフトとピス
トンを連結する部品で高精度・高強度
を要求されます。

「コンロッド」
高速で回転するクランクシャフトとピス
トンを連結する部品で高精度・高強度
を要求されます。

「ミッション ギヤ」
軽量・小型化が進みギヤ
ボックスのコンパクト化と静
粛性に貢献しています。

「ミッション ギヤ」
軽量・小型化が進みギヤ
ボックスのコンパクト化と静
粛性に貢献しています。

「ボルトヨーク」
ハンドルシャフトの連結
部に使用される部品で、
伝達角度を変える関節
の役目を担っています。

「ボルトヨーク」
ハンドルシャフトの連結
部に使用される部品で、
伝達角度を変える関節
の役目を担っています。

「ハブユニット」
タイヤの回転を支える重要保安部品に
指定され強度と耐久性を求められます。

「ハブユニット」
タイヤの回転を支える重要保安部品に
指定され強度と耐久性を求められます。

アルミホイール

ディスクブレーキ

ピストン

タイヤ
シフトレバー

クランクシャフト

ナックルアーム

ハンドルシャフト

自動車用鍛造部品＊参考資料
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「アーム ピットマン」
前輪を操舵しタイヤの
向きを変える部品です。

「アーム ピットマン」
前輪を操舵しタイヤの
向きを変える部品です。

農機具用鍛造部品＊参考資料

「アームリフト」
ロータリー部分を昇降さ
せる部品で1台に2個

使います。

「アームリフト」
ロータリー部分を昇降さ
せる部品で1台に2個

使います。

「スプロケット」
ロータリー部の回転はチェーン
駆動です。そのチェーンを駆動
させる歯車です。

「スプロケット」
ロータリー部の回転はチェーン
駆動です。そのチェーンを駆動
させる歯車です。

「デファレンシャル・ギヤ」
別名差動ギヤとも呼ばれ
駆動軸に使用されます。

「デファレンシャル・ギヤ」
別名差動ギヤとも呼ばれ
駆動軸に使用されます。

「アクセル フロント」
前輪のホイールを止める車軸です。
車で言えばタイヤハブに相当します。

「アクセル フロント」
前輪のホイールを止める車軸です。
車で言えばタイヤハブに相当します。
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本資料における注記事項
本資料は連結ベースで作成しております。

本資料は投資家の参考に資するため、株式会社遠藤製作所 （以下、弊社）の現状を理解して頂く
ため発表済の決算内容や業績予想について作成したものです。

本資料に記載された内容は、現時点において一般に認識されている経済・社会の情勢及び弊社が
合理的と判断した一定の前提に基づいて作成されておりますが、経営環境の変化等の事由により、
予告なしに変更される可能性があります。
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予告なしに変更される可能性があります。

本資料ならびにIR関係についてのお問い合わせ先
総務人事部 TEL：0256-63-6111 FAX：0256-62-6118
ＵＲＬ http://www.endo-mfg.co.jp
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